
 

 

  

 

 

１ 日 時  令和２年９月 17 日（木） 

２ 学 年  第６学年４組 34名 

３ 単元について 

（１）単元観                  

本単元では，図形の構成要素に着目し，角柱や円柱の体積の求め方について考える力や考えよう

とする態度，活用しようとする態度などを育てる。 

 第５学年で直方体や立方体を取り上げ，体積の概念とその単位の理解から，直方体，立方体の体

積公式を導く学習をした。また，いろいろな図形の面積を求めることは，第５学年で四角形や三角

形を，第６学年で円について指導している。 

本単元では，高さ１㎝の四角柱に着目させ，その体積を表す数値と底面の面積を表す数値を比較

させ，それらが同じであることに気付かせる。このとき「底面積」という言葉についても知らせる。

そして，直方体の体積公式を底面積という言葉を使って見直していく。式と言葉の対応を確かめて

いくことで，これまで「縦×横×高さ」と表していた公式が，「底面積×高さ」と表せることに気付

かせていく。 

三角柱，円柱にもこの公式を適用してよいことを確かめ，「底面積×高さ」を角柱，円柱の体積を

求める公式として統合していく。 

 

（２）児童観  

第５学年「四角形と三角形の面積」 

① 三角形の面積を求める問題 

→正確に求めることができた児童 97％ 

第５学年「直方体や立方体の面積」 

② 直方体と立方体の体積を求める問題  

→正確に求めることができた児童 88％ 

③ 直方体や立方体の体積がなぜ「縦×横×高さ」で求めることができるのか。 

→正確に記述することができた児童 16％ 

 

 

 学習したことをもとに問題を解くことはできる児童が多いが，なぜそうなるのか理由を説明する

ことができない児童が多いことが分かる。それは，体積は一辺が１㎝の立方体，１㎤がいくつある

かという体積の本質的な意味理解ができていないことが原因であると考える。 

 学習内容を本質的に理解し，自分の言葉で説明したり，振り返ったりする力を高める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科学習指導案        【第６学年４組】 

「角柱と円柱の体積～最も大容量のプロテイン容器はどれ～」 

指導者  武川 翔平 



（３）指導観 

子供が問題意識をもつ「課題設定」の工夫 

 第１時でいくつかの立体を提示し，最も大きな立体はどれかと問うことによって，児童が問題解

決に必要感を感じられるようにする。また既習事項を活用し，角柱，円柱の体積を求める公式を導

き出すよう指導することで，主体的に解決しようとする態度を養う。 

数学的な見方・考え方を働かせ，理解を深める活用問題 

 角柱，円柱においては，倍積変形や等積変形して求めた体積と「底面積×高さ」で求めた体積が

等しいことから，式も等しくなることを確かめ，「底面積×高さ」で表せることに気付かせていく。

複合図形としてみて体積を求めた立体も，角柱とみることで角柱の体積公式を適用できることな

ど，公式を用いるとこれまでの計算より簡単に処理できる場合もあることに気付かせ，公式のもつ

よさを味わえるようにする。 

統合的・発展的な考え方が表れる「ふりかえり」のための指導 

 導入では，既習事項を生かして，問題を解決することができるか見通しをもたせる。また，児童

の学習内容の理解を助けるよう，具体物を見せたり操作させたりする。さらに，授業で捉えた学習

内容をキーワードにしてふりかえりが書けるように目立たせたり，思考した過程を振り返りやすい

ように構造的にしたりする等，板書を工夫する。 

 

（４）単元の指導計画（全６時間扱い） 

時 学習活動 
評  価 

知 思 態 評価規準 評価方法 

１ ・直方体，立方体の体積の

求め方を理解する。    

  ・ ・直方体の体積を求める式を，底面

積を使って見なおそうとしてい

る。 

ふりかえり 

 

２ ・三角柱の体積の求め方を

理解する。   （本時） 

 ・  ・三角柱の体積の求め方を，底面積

×高さの言葉の式を基に図や式を

用いて考え，説明している。 

ふりかえり 

３ ・角柱の体積の求め方を理

解する。 

・   ・角柱の体積を，公式を用いて求め

ることができる。 

評価問題 

４ ・円柱の体積の求め方を理

解し，角柱，円柱の体積

を求める式を統合する。 

・   ・円柱の体積を，公式を用いて求め

ている。 

評価問題 

５ ・直方体を組み合わせた図

形の体積の求め方を，角

柱とみて考え，図や式を

用いて説明することがで

きる。 

 〇  ・直方体を組み合わせた図形の体積

の求め方を，角柱とみて考え，図

や式を用いて説明している。 

ふりかえり 

６ ・学習内容の定着を確認す

るとともに，数学的な見

方・考え方を振り返り価

値づける。 

・  

 

 

 

 

 

 

・基本的な問題を解決することがで

きている。 

評価問題 

 

 

 

 

 

 

 



４ 本時について 

（１）本時の目標（第２時/全６時） 

三角柱の体積の求め方を，底面積×高さの式を基に図や式を用いて考え，説明できる。 

（２）評価規準 

三角柱の体積の求め方を，底面積×高さの式を基に図や式を用いて考え，説明している。 

（３）本時で目指す子どもの姿 

〇数学的な見方・考え方 

 

 

 

〇ふりかえり 

 

 

 

 

 

（４）本時の学習展開                    

学習活動 
○主な発問や指示 

・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

◎評価（評価方法） 

１ 前時とのつながり

を意識して，課題を

設定する。 

 

 

２ 問題解決のための

見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

３ 三角柱の体積を求

める。 

 

 

 

 

 

４  ２つの式を比べ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○どうやったら三角柱の体積が求められるか

な。 

・直方体の体積の半分で求めることができそ

う。 

・直方体と同じように，高さ１cmの三角柱の

体積と考えて「底面積×高さ」で求められ

そう。 

 

〇三角柱の体積を求めましょう。 

・直方体の半分の体積とみると，５×４×６

÷２＝６０ 

・直方体と同じように，高さ１㎝の三角柱の

体積を表す数と，底面積を表す数は等しく

なると考えて，４×５÷２×６＝６０ 

 

○２つの式を比べてみよう。 

・どちらの式でも，答えは同じ。 

・どちらの式も，数を並べ替えると同じ式に

なっている。 

・同じ式になっているから，三角柱の体積も

直方体と同じように「底面積×高さ」で求

められる。 

 

 

 

 

 

◇前時の学習内容を使え

ば，問題が解決できそう

だという見通しを持た

せる。 

 

 

 

 

 

◇図を提示し，直方体の半

分であることを確かめ

させる。 

 

 

 

◇図と対応させながら式

を確認させる。 

 

 

 

 

 

三角柱の体積の求め方を考えよう。 

・三角柱の体積は底面積×高さで求めることができる。なぜなら，直方体の半分の体積とみて求

めたときと，「底面積×高さ」で求めたときで，答えは同じであり，数を並び替えると式も同じ

になるから。 

・四角柱の体積を２でわって求める方法，底面積×高さで求める方法，この２つの方法で求めた

答えが同じであることに着目し，２つの式を比較させる。 

 
見方・考え方 



５ 三角柱の体積を求

める式をまとめる。 

 

 

６ 適用問題に取り組

む。 

 

７ 学習を振り返る。 

○三角柱の体積を求める式をまとめよう。 

・三角柱の体積は，底面積×高さの式で求め

ることができる。 

 

 

 

 

○今日の学習を振り返りましょう。 

・なぜ三角柱の体積が底面積×高さで求めら

れるかというと… 

 

 

 

 

 

 

 

◇ふりかえりの視点を与

えて書かせる。 

◎三角柱の体積の求め方

を，底面積×高さの式を

基に図や式を用いて考

え，説明している。 

（ふりかえり） 

 

 


